
T O K A I  I N F O R M A T I O N  C O M M U N I C A T I O N  C O N F E R E N C E

40th
設 立 4 0 周 年

東海情報通信懇談会
記 念 講 演 会

生成AIの発展と社会変革 ― 信頼できるAI社会に向けて
〔基調講演・パネルディスカッション・企業展示・交流会〕

令和8年 8月26日（水）13:00 – 18:00

ホテルメルパルク名古屋（名古屋市東区） ｜ 要事前申込（8/24迄）

O V E R V I E W

開催にあたって ─────

東海情報通信懇談会では、設立40周年を記念し、情報通信分野における最新動向や先進的な取組の発信
を行うとともに、産学官の関係者間の交流及び連携の一層の強化を図ることを目的として、本イベント
を開催します。基調講演のほか、「ものづくりDXにおける女性活躍」をテーマとしたパネルディスカッ
ション、会員企業による展示を実施し、東海地域における情報通信の発展及び地域経済の活性化への貢
献を目指します。

D A T E

令和8年8月26日（水）
13:00 〜 18:00

V E N U E

ホテルメルパルク名古屋
名古屋市東区葵3-16-16

対 象
東海情報通信懇談会会員、
ものづくりDXWG関係者、
金城学院大学関係者、一般参加者

K E Y N O T E  L E C T U R E

基調講演 ─────

黒橋 禎夫 氏
くろはし さだお

国立情報学研究所 所長

「生成AIの発展と社会変革
― 信頼できるAI社会に向けて」

生成AIは、私たちの社会や働き方を大きく変えつつあります。本講演で
は、その最前線の動向とインパクトを俯瞰しながら、利活用の可能性と
課題を明らかにします。AIを安心して活用するために何が必要か――
「信頼できるAI社会」の実現に向けた展望を第一人者が語ります。

【略歴】1994年 京都大学大学院工学研究科博士後期課程修了。京都大学工学部助手、ペンシ
ルバニア大学客員研究員を経て、2006年 京都大学大学院情報学研究科教授に就任（〜2026年
3月）。2023年4月より国立情報学研究所所長に就任。

P R O G R A M  &  E N T R Y  詳しいプログラム・お申し込み方法は裏面をご覧ください



P R O G R A M ｜ A U G U S T  2 6 ,  2 0 2 6

プログラム
14:00 – 14:10 開会挨拶
14:10 – 15:10 基調講演 瑞雲の間（東） 国立情報学研究所 所長 黒橋 禎夫 氏

「生成AIの発展と社会変革 ― 信頼できるAI社会に向けて」

15:40 – 16:40 パネルディスカッション 瑞雲の間（東）
「ものづくりDXにおける女性活躍」

13:00 – 18:00 展示 2階ホワイエ 会員企業等による各種技術・サービスの紹介

17:00 – 18:00 交流会 瑞雲の間（西）・立食形式
講師・登壇者を交えたネットワーキングの場です。

P A N E L  D I S C U S S I O N

パネルディスカッション ─────
「ものづくりDXにおける女性活躍」
ものづくりの現場の具体事例を起点に、行政・研究機関の視点から現状と課題を整理し、DXによる
解決策や将来展望を多角的に深掘りします。現場・政策・技術の接点から実践的示唆を提示します。

モデレーター

浦田 真由 氏
名古屋大学大学院

情報学研究科・教授

板谷 聡子 氏
国立研究開発法人情報通信研究機構

Beyond Connectivity研究開発推進ユニット
先進的Connectivity協創センター

インダストリアルワイヤレスシステム研究室 室長

伊藤 みほ 氏
株式会社デンソー

上席執行幹部・先端技術研究所長

川澄 未来子 氏
名城大学

情報工学部・教授

辻ゆかり 氏
NTT株式会社 研究開発担当役員

情報ネットワーク総合研究所 所長

寺本 邦仁子 氏
総務省 国際戦略局

参事官

出展社 E X H I B I T O R S

国立研究開発法人情報通信研究機構／トヨタ自動車株式
会社／株式会社デンソー／西川コミュニケーションズ株
式会社／株式会社Prodrone／マスプロ電工株式会社／
株式会社ミライコミュニケーションネットワーク

お申し込み
申込期限：令和8年 8月24日（月）迄

公式サイトの申し込みフォームから、ご登録ください。

https://cloud-webexpo.com/newton-tnk/

主 催 東海情報通信懇談会
後 援 総務省東海総合通信局、金城学院大学 問い合わせ ： tnk@newton.or.jp
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